
(57)【要約】

【課題】化粧パネルが支持バー材を介して接続された状

態でも、化粧パネルを動かして簡単に目地の位置ずれ調

整を行なうことができる化粧パネル取付構造を提供する

。

【解決手段】建物下地１に複数本の水平な支持バー材２

を相互に平行にして取り付け、化粧パネル３を上下の支

持バー材２間に挟持させて支持バー材２の上下両側に配

設してなる化粧パネル取付構造であり、化粧パネル３は

、支持バー材２に沿った方向Ｘに複数枚並設されると共

に、支持バー材２に沿った方向Ｘに摺動自在である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 下 地 に 複 数 本 の 支 持 バ ー 材 を 相 互 に 平 行 に し て 取 り 付 け 、 化 粧 パ ネ ル を 支 持 バ ー 材
間 に 挟 持 さ せ て 支 持 バ ー 材 の 両 側 に 配 設 し て な る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 で あ っ て 、 化 粧 パ ネ
ル は 、 支 持 バ ー 材 に 沿 っ た 方 向 に 複 数 枚 並 設 さ れ る と 共 に 、 支 持 バ ー 材 に 沿 っ て 摺 動 自 在
で あ る こ と を 特 徴 と す る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 支 持 バ ー 材 の 両 側 に は 係 止 片 が 突 設 さ れ て お り 、 化 粧 パ ネ ル の 支 持 バ ー 材 に 沿 っ た 端 部
に は 凹 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 係 止 片 が 凹 溝 に 挿 入 係 合 さ れ て 化 粧 パ ネ ル は 支 持 バ ー 材 の 両
側 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 凹 溝 の 深 さ を 変 化 さ せ る た め に 凹 溝 の 底 部 分 に 収 容 さ れ る ス ペ ー サ ー を 備 え 、 ス ペ ー サ
ー が 収 容 さ れ た 凹 溝 に 係 止 片 を 挿 入 係 合 す る こ と に よ り 、 係 止 片 の 挿 入 深 さ が 変 化 し て 支
持 バ ー 材 の 相 互 間 隔 寸 法 が 調 整 さ れ る よ う に な し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 化 粧
パ ネ ル 取 付 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 室 内 壁 面 下 地 等 の 建 物 下 地 に 複 数 本 の 支 持 バ ー 材 を 相 互 に 平 行 に し て 取 り
付 け 、 内 装 壁 パ ネ ル 等 の 化 粧 パ ネ ル を 支 持 バ ー 材 間 に 挟 持 さ せ て 支 持 バ ー 材 の 両 側 に 配 設
し て な る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 建 物 下 地 １ に 複 数 本 の 支 持 バ ー 材 ２ （ 図 で は 一 本 だ け を
示 し て い る ） を 相 互 に 平 行 に し て 取 り 付 け 、 化 粧 パ ネ ル ３ を 支 持 バ ー 材 ２ 間 に 挟 持 さ せ て
支 持 バ ー 材 ２ の 両 側 に 配 設 し て な る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 は 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特
開 平 ６ － １ ０ ４ ７ ９ 号 公 報 ） 。 こ の 場 合 、 支 持 バ ー 材 ２ の 両 側 に は 係 止 片 ４ が 突 設 さ れ て
お り 、 化 粧 パ ネ ル ３ の 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 端 部 に は 凹 溝 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 係 止 片 ４
が 凹 溝 ５ に 挿 入 係 合 さ れ て 化 粧 パ ネ ル ３ は 支 持 バ ー 材 ２ の 両 側 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に あ っ て は 、 支 持 バ ー 材 ２ が 介 在 す る 化 粧 パ ネ ル ３ 間
の 目 地 部 分 に は パ ッ キ ン 材 １ ０ が 充 填 さ れ て お り 、 化 粧 パ ネ ル ３ は 支 持 バ ー 材 ２ 及 び パ ッ
キ ン 材 １ ０ を 介 し て 強 固 且 つ 密 封 状 態 に し て 接 続 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ０ ４ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 で あ る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 化 粧 パ ネ ル ３ が 支 持
バ ー 材 ２ 及 び パ ッ キ ン 材 １ ０ を 介 し て 接 続 さ れ た 後 に は 、 化 粧 パ ネ ル ３ を 動 か す こ と が で
き ず 、 支 持 バ ー 材 ２ を 介 し た 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目 地 間 隔 寸 法 を 調 整 し た り 、 化 粧 パ ネ ル ３
を 取 り 外 し た り す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 化 粧 パ ネ ル ３ が 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 方
向 に 複 数 枚 並 設 さ れ る 場 合 に は 、 隣 接 す る 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目 地 ラ イ ン が 支 持 バ ー 材 ２ の
両 側 相 互 で 位 置 ず れ し た 際 に 、 そ の 位 置 ず れ 調 整 を 行 な い 難 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 発 明 は 、 上 記 背 景 技 術 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 は 、 化 粧 パ ネ ル が 支
持 バ ー 材 を 介 し て 接 続 さ れ た 状 態 で も 、 化 粧 パ ネ ル を 動 か し て 簡 単 に 目 地 の 位 置 ず れ 調 整
を 行 な う こ と が で き る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 建 物 下 地 に 複 数 本 の 支 持 バ ー
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材 を 相 互 に 平 行 に し て 取 り 付 け 、 化 粧 パ ネ ル を 支 持 バ ー 材 間 に 挟 持 さ せ て 支 持 バ ー 材 の 両
側 に 配 設 し て な る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 で あ っ て 、 化 粧 パ ネ ル は 、 支 持 バ ー 材 に 沿 っ た 方 向
に 複 数 枚 並 設 さ れ る と 共 に 、 支 持 バ ー 材 に 沿 っ て 摺 動 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て 、 支 持 バ ー 材 の 両
側 に は 係 止 片 が 突 設 さ れ て お り 、 化 粧 パ ネ ル の 支 持 バ ー 材 に 沿 っ た 端 部 に は 凹 溝 が 形 成 さ
れ て お り 、 係 止 片 が 凹 溝 に 挿 入 係 合 さ れ て 化 粧 パ ネ ル は 支 持 バ ー 材 の 両 側 に 配 設 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て 、 凹 溝 の 深 さ を 変
化 さ せ る た め に 凹 溝 の 底 部 分 に 収 容 さ れ る ス ペ ー サ ー を 備 え 、 ス ペ ー サ ー が 収 容 さ れ た 凹
溝 に 係 止 片 を 挿 入 係 合 す る こ と に よ り 、 係 止 片 の 挿 入 深 さ が 変 化 し て 支 持 バ ー 材 の 相 互 間
隔 寸 法 が 調 整 さ れ る よ う に な し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で あ る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 化 粧 パ ネ ル が 支 持 バ ー
材 に 沿 っ た 方 向 に 複 数 枚 並 設 さ れ て い て 、 隣 接 す る 化 粧 パ ネ ル 間 の 目 地 ラ イ ン を 支 持 バ ー
材 の 両 側 相 互 間 で 位 置 調 整 す る 必 要 が あ り 、 こ の 場 合 に 、 化 粧 パ ネ ル は 支 持 バ ー 材 に 沿 っ
て 摺 動 自 在 で あ る た め 、 化 粧 パ ネ ル を 摺 動 さ せ て 支 持 バ ー 材 の 両 側 で 相 互 に 化 粧 パ ネ ル 間
の 目 地 ラ イ ン の 位 置 を 簡 単 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で あ る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 特 に 、 支 持 バ ー
材 の 両 側 に 突 設 さ れ る 係 止 片 が 化 粧 パ ネ ル の 支 持 バ ー 材 に 沿 っ た 端 部 に 形 成 さ れ る 凹 溝 に
挿 入 係 合 さ れ る た め 、 化 粧 パ ネ ル は 支 持 バ ー 材 を 介 し 確 実 な 接 続 状 態 で 支 持 さ れ て 外 れ る
こ と な く ス ム ー ズ に 摺 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で あ る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 特 に 、 ス ペ ー サ
ー が 収 容 さ れ た 凹 溝 に 係 止 片 を 挿 入 係 合 す る こ と に よ り 、 係 止 片 の 挿 入 深 さ が 変 化 し て 支
持 バ ー 材 の 相 互 間 隔 寸 法 が 調 整 さ れ る た め 、 ス ペ ー サ ー を 入 れ た り 入 れ な か っ た り 、 或 い
は 、 ス ペ ー サ ー の 厚 さ を 変 更 し た り し て 、 支 持 バ ー 材 が 介 在 す る 化 粧 パ ネ ル 間 の 目 地 巾 寸
法 及 び 同 目 地 相 互 間 の ピ ッ チ 寸 法 （ 支 持 バ ー 材 の 相 互 間 隔 寸 法 ） を 簡 単 に 調 整 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 、 ２ は 、 本 願 の 請 求 項 １ ～ ３ 全 て に 対 応 し た 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形
態 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 は 、 建 物 の 内 装 （ こ こ で は 壁 で あ る が 天 井 で も よ い ） と し て 施 工
さ れ る も の で 、 建 物 下 地 １ に 複 数 本 の 支 持 バ ー 材 ２ を 相 互 に 平 行 に し て 取 り 付 け 、 化 粧 パ
ネ ル ３ を 支 持 バ ー 材 ２ 間 に 挟 持 さ せ て 支 持 バ ー 材 ２ の 両 側 に 配 設 し て な る 。 そ し て 、 こ の
化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て 、 化 粧 パ ネ ル ３ は 、 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 方 向 Ｘ に 複 数 枚 並
設 さ れ る と 共 に 、 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 同 方 向 Ｘ に 摺 動 自 在 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 こ の 場 合 、 支 持 バ ー 材 ２ の 両 側 に は 係 止 片 ４ が 突 設 さ れ て お り 、 化 粧 パ ネ ル ３ の
支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 端 部 に は 凹 溝 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 係 止 片 ４ が 凹 溝 ５ に 挿 入 係 合 さ
れ て 化 粧 パ ネ ル ３ は 支 持 バ ー 材 ２ の 両 側 に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 凹 溝 ５ の 深 さ を 変 化 さ
せ る た め に 凹 溝 ５ の 底 部 分 に 収 容 さ れ る ス ペ ー サ ー ６ を 備 え 、 ス ペ ー サ ー ６ が 収 容 さ れ た
凹 溝 ５ に 係 止 片 ４ を 挿 入 係 合 す る こ と に よ り 、 係 止 片 ４ の 挿 入 深 さ が 変 化 し て 支 持 バ ー 材
２ の 相 互 間 隔 寸 法 Ｐ が 調 整 さ れ る よ う に な し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 こ の 実 施 形 態 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 を よ り 具 体 的 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態
の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 は 、 建 物 の 内 装 壁 に 施 工 さ れ て お り 、 建 物 下 地 １ は コ ン パ ネ 等 の 壁

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-291702 A 2007.11.8



下 地 材 で あ る 。 支 持 バ ー 材 ２ は ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 或 い は 硬 質 合 成 樹 脂 で な る 押 出 成 形
さ れ た 型 材 で あ り 、 建 物 下 地 １ に 水 平 に し て 上 下 相 互 に 等 間 隔 で 並 設 固 定 さ れ て い る 。 こ
の 場 合 、 支 持 バ ー 材 ２ の 相 互 間 隔 （ 横 目 地 相 互 間 の ピ ッ チ ） 寸 法 Ｐ は 、 化 粧 パ ネ ル ３ の 上
下 巾 寸 法 に 略 適 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 支 持 バ ー 材 ２ は 断 面 略 Ｈ 字 状 で 、 Ｈ 字 の 片 側 辺 が 上 下 に 巾 広 く 形 成 さ れ て お り 、 こ の 巾
広 側 の 板 状 片 が 建 物 下 地 １ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 支 持 バ ー 材 ２ の 巾 広 側 の 板 状 片
に は 貫 通 孔 ７ が 穿 設 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 ７ に 挿 通 さ れ る ね じ 釘 、 打 ち 込 み 釘 等 の 固 着
具 ８ に よ っ て 、 支 持 バ ー 材 ２ は 建 物 下 地 １ に 固 定 さ れ て い る 。 そ の 際 、 支 持 バ ー 材 ２ の 巾
広 側 の 板 状 片 に 穿 設 さ れ る 貫 通 孔 ７ が 、 他 方 の 巾 狭 側 の 板 状 片 （ 上 下 の 係 止 片 ４ ） よ り も
外 側 に 位 置 し て い る た め 、 こ の 巾 狭 側 の 板 状 片 は 障 害 と な ら ず 、 固 着 具 ８ で 支 障 な く 固 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 化 粧 パ ネ ル ３ は 帯 板 状 の 木 質 板 材 で あ り 、 合 板 の 表 面 に 突 板 や 化 粧 シ ー ト 等 が 貼 着 さ れ
た り 塗 装 が 施 さ れ た も の で あ る 。 な お 、 化 粧 パ ネ ル ３ は 、 異 な る 様 相 の も の が 配 列 さ れ て
も 、 或 い は 、 上 下 で 異 な る 大 き さ の も の が 配 設 さ れ て も よ い も の で あ る 。 こ こ で は 、 化 粧
パ ネ ル ３ が 横 長 状 と な る 向 き で 施 工 さ れ て お り 、 そ の 上 下 両 端 部 の 端 面 に は 凹 溝 ５ が 全 長
に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 。 上 下 の 凹 溝 ５ は 同 形 状 で 同 じ 深 さ に 形 成 さ れ て お り 、 上 記 支
持 バ ー 材 ２ の 係 止 片 ４ と 略 適 合 す る 形 状 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 凹 溝 ５ 内 の 底 部 分 に は 、 必 要 に 応 じ て シ ー ト 状 の ス ペ ー サ ー ６ が 収 容 さ れ る 。 こ の ス ペ
ー サ ー ６ は 凹 溝 ５ の 深 さ を 変 化 さ せ る た め に 用 い ら れ る も の で あ り 、 合 成 樹 脂 や 不 織 布 等
で シ ー ト 状 に 形 成 さ れ た も の で あ る が 、 滑 り 易 い 材 質 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ス ペ ー サ ー
６ は 、 凹 溝 ５ の 長 手 方 向 全 長 に わ た っ て 収 容 さ れ て も 、 長 手 方 向 に お い て 部 分 的 に 収 容 さ
れ て も よ い 。 ま た 、 ス ペ ー サ ー ６ と し て 厚 さ の 異 な る も の を 数 種 類 用 意 し て お く と 、 凹 溝
５ の 深 さ を 複 数 段 階 で 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 こ の 実 施 形 態 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お け る 施 工 手 順 を 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 床 面 Ｆ に 接 す る 状 態 で 最 下 位 置 の 支 持 バ ー 材 ２ を 建 物 下 地 １ に 取 り 付 け 固
定 す る 。 続 い て 、 こ の 支 持 バ ー 材 ２ の 上 側 の 係 止 片 ４ を 化 粧 パ ネ ル ３ の 下 側 の 凹 溝 ５ に 挿
入 係 合 さ せ て 同 化 粧 パ ネ ル ３ を 接 続 し 、 こ の 化 粧 パ ネ ル ３ の 上 側 の 凹 溝 ５ に 支 持 バ ー 材 ２
の 下 側 の 係 止 片 ４ を 挿 入 係 合 さ せ て 同 支 持 バ ー 材 ２ を 接 続 す る 。 そ し て 、 上 側 に 接 続 さ れ
た 支 持 バ ー 材 ２ を 建 物 下 地 １ に 取 り 付 け 固 定 す る こ と で 、 そ の 下 側 の 化 粧 パ ネ ル ３ も 同 建
物 下 地 １ に 取 り 付 け 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 壁 に 対 し て 下 か ら 上 へ 支 持 バ ー 材 ２ と 化 粧 パ ネ ル ３ と を 交 互 に 接 続 し 、 支
持 バ ー 材 ２ を 建 物 下 地 １ に 順 次 取 り 付 け 固 定 し て い く こ と で 内 装 施 工 は 完 了 す る 。 こ の 場
合 、 図 １ に 示 す よ う に 、 必 要 に 応 じ て 凹 溝 ５ 内 に ス ペ ー サ ー ６ が 収 容 さ れ 、 支 持 バ ー 材 ２
の 相 互 間 隔 寸 法 Ｐ は 調 整 さ れ る 。 ま た 、 化 粧 パ ネ ル ３ は 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ て 水 平 方 向 Ｘ
に 摺 動 さ れ 、 横 方 向 に 隣 接 す る 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目 地 ラ イ ン Ｍ の 位 置 が 支 持 バ ー 材 ２ の 上
下 両 側 間 で 相 互 に 一 直 線 状 に 揃 う よ う 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 最 下 位 置 の 化 粧 パ ネ ル ３ の 下 端 部 分 前 面 に 巾 木 ９ を 取 り 付 け
る こ と で 、 最 下 位 置 の 支 持 バ ー 材 ２ を 覆 い 隠 し て 床 面 Ｆ と の 間 を 体 裁 良 く 納 め る こ と も で
き る 。 ま た 、 図 １ で は 、 横 方 向 に 隣 接 す る 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目 地 ラ イ ン Ｍ の 位 置 が 支 持 バ
ー 材 ２ の 上 下 両 側 間 で 相 互 に 一 直 線 状 に 揃 う よ う 調 整 さ れ て い る が 、 上 下 の 目 地 ラ イ ン Ｍ
の 位 置 が 一 定 距 離 だ け 横 方 向 に ず れ る よ う 調 整 さ れ て 、 化 粧 パ ネ ル ３ が タ イ ル 貼 り 状 に 配
置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 同 じ 大 き さ の 化 粧 パ ネ ル
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３ が 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 方 向 Ｘ に 複 数 枚 並 設 さ れ て い て 、 隣 接 す る 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目
地 ラ イ ン Ｍ を 支 持 バ ー 材 ２ の 上 下 両 側 相 互 間 で 位 置 調 整 す る 必 要 が あ る も の で 、 こ の 場 合
に 、 化 粧 パ ネ ル ３ は 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 方 向 Ｘ に 摺 動 自 在 で あ る た め 、 化 粧 パ ネ ル ３ を
摺 動 さ せ て 支 持 バ ー 材 ２ の 上 下 両 側 で 相 互 に 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目 地 ラ イ ン Ｍ が 一 直 線 状 に
揃 う よ う 簡 単 に 位 置 合 わ せ 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 支 持 バ ー 材 ２ の 上 下 両 側 に 突 設
さ れ る 係 止 片 ４ が 化 粧 パ ネ ル ３ の 支 持 バ ー 材 ２ に 沿 っ た 上 下 両 端 部 に 形 成 さ れ る 凹 溝 ５ に
挿 入 係 合 さ れ る た め 、 化 粧 パ ネ ル ３ は 支 持 バ ー 材 ２ を 介 し 確 実 な 接 続 状 態 で 支 持 さ れ て 外
れ る こ と な く ス ム ー ズ に 摺 動 さ れ 、 目 地 位 置 を 調 整 す る 作 業 も 容 易 と な る 。 し か も 、 壁 に
対 し て 下 か ら 上 へ 支 持 バ ー 材 ２ と 化 粧 パ ネ ル ３ と を 交 互 に 接 続 し 、 支 持 バ ー 材 ２ を 建 物 下
地 １ に 順 次 取 り 付 け 固 定 し て い く こ と で 、 内 装 施 工 を 簡 易 に 行 な う こ と が で き 、 逆 に 順 次
取 り 外 す こ と で 、 化 粧 パ ネ ル ３ の 取 り 替 え を 簡 易 に 行 な う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 の 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 に お い て は 、 ス ペ ー サ ー ６ が 収 容 さ れ た 凹 溝
５ に 係 止 片 ４ を 挿 入 係 合 す る こ と に よ り 、 係 止 片 ４ の 挿 入 深 さ が 変 化 し て 支 持 バ ー 材 ２ の
相 互 間 隔 寸 法 Ｐ が 調 整 さ れ る た め 、 ス ペ ー サ ー ６ を 入 れ た り 入 れ な か っ た り 、 或 い は 、 ス
ペ ー サ ー ６ の 厚 さ を 変 更 し た り し て 、 支 持 バ ー 材 ２ が 介 在 す る 化 粧 パ ネ ル ３ 間 の 目 地 巾 寸
法 Ｌ 及 び 同 目 地 相 互 間 の ピ ッ チ （ 支 持 バ ー 材 ２ の 相 互 間 隔 ） 寸 法 Ｐ を 簡 単 に 調 整 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 例 で あ る 化 粧 パ ネ ル 取 付 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 建 物 下 地
　 ２ 　 支 持 バ ー 材
　 ３ 　 化 粧 パ ネ ル
　 ４ 　 係 止 片
　 ５ 　 凹 溝
　 ６ 　 ス ペ ー サ ー
　 Ｐ 　 ピ ッ チ 寸 法 （ 支 持 バ ー 材 の 相 互 間 隔 寸 法 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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